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青年期前/中 期の抑 うっ傾向と自己観 ・自己意識との連関
石 井 佑可子
1.問 題 と目的
(1)抑 うつ1の アナ ログ研究
近年軽 度の抑 うっ を扱 った アナログ研究が、臨
床現場 への示唆や、 それ 自体 の過程を解明す るた
めに社会 心理学 の分野で盛ん に行われてきている。
そ もそ も抑 うつに陥 りやす い人の認知傾向を探
る諸研究 はBeck(1976;大 野訳 、1990)が うっ
は感情 の障害の結果 認知が歪 むので はな く、認知
が独特 に ネガテ ィブに歪んだ結果、抑 うっ的 な感
情 を引 き起 こすのだ と指摘 し、 ネガテ ィブな認知
スタイルに注 目した ことか ら始 まった。 その後研
究が重 ね られ、幾 っかの理論 が生 み出 され た。
代表的な もの と して はコ ントロールの予期 に焦
点 をあて たAbramson,Seligman,&Teasdale,
(1978)ら の改訂版学習性無力 感理論 が あ る。 こ
れ はネガテ ィブな出来事 をど うす ることも出来 な
い とい う見通 しが抑 うっにっなが るのだが、 その
際の コン トロール不能感 と抑 うっを媒介 してい る
の は誤 った原因帰属 であ るとしている。 またその
他 に ももともと抑 うつ的な帰属 ス タイルを持 っ人
がネガテ ィブな出来事 にあ うことで抑 うっ に陥 る
の だ とす る素因 一ス トレス モ デ ル(Metalsky,
Abramson,Seligman,Semmel,&Peterson,19
82)な どが ある。
その中 で抑 うつ の 自己注 目ス タイル(Pyszc-
zynski&Greenberg,1987)を説明 す る3段 階 モ
デル(坂 本、1997、1998)が 関」L・を集 めて いる。
抑 うつの 自己注 目ス タイルとは自己注 目(自 分
に意識を集 中 して いる こと)と 抑 うつ状態 が類似
していることに着 目 した もので、大 まか に言え ば
「自己へ注 目 しやすい人 は抑 うつ に陥 りやす い」
ということを主張 して いる。
自己へ注意 を向 ける ことで何が起 こるの だろ う
か。 自己注 目にっいて表 したDuval&Wicklund
(1972)の 客体的自覚理論によると、「客体的自覚
状態(外 部 と自己のうち、自己へ注意を向けてい





果 として理想に達 していない自分に気付 くことか
ら不快感情を抱 くという現象に陥る、 という過程












るものの、全 く同 じなわけではない。 ポジティ


























































ている。 しか し自己注目と抑 うつの関係にっいて、
児童期 ・青年期を対象に調査 した研究は殆どない。
そこで本研究では青年期前/中 期にあたる中学
生 ・高校生を対象 とし、自己注目と抑 うっ傾向と
の関係を調査することとした。




















































われない。 しかし、青年期前期/中 期の 「見 られ

















































目を選んだ2。項 目数に関 しても楽に答え られる
であろう数を考慮 して、原尺度の52項 目のうち14





自己意識については、後藤 ・向山 ・辻 ・黒丸
(1989)ら が中学 ・高校生を対象 に作成 した14項
目からなる尺度を用いた。これはFeningsteinら






本 ・清家(1996)の 作成 した改訂版相互独立的一
相互協調的自己観尺度から項 目を選択 し用いた。
原尺度は20項 目、4因 子(評 価懸念、独立性、個








認識 ・主張について3項 目、他者への親和 ・順応
について3項 目か らなる11項 目を使用 した。全体
的には相互独立性の項目数6、 相互協調性の項 目











































大阪府下Y中 学校 全生徒604人 の うち、 回答 に
不備が あ った ものなどを除 く497人(1年 男子81
人、女子86人 、2年 男子82人 、女子78人 、3年 男
子70人 、女子100人)と 、大 阪府 下 のT高 校1、
2年 生の うち、回答 に不備の あったものなどを除






② 自己意識尺度:中 学 ・高校生における児童用
自己意識尺度(後 藤ら、1989)を 使用。
③ 抑 うつ尺度:島 ら(1985)の 尺度から14項 目
を使用。3
また、 フェイスシー トで学年、性別、 クラブ、
一77一
塾 へ通 って いるかど うかを問 うた。
(3)手 続 き
各学校へ依頼 し、学級 ごとに質問紙 を配布 し回
答 して も らった(調 査期間;中 学校2002年4月 中
旬、高校2002年11月 上旬～中旬)。 各 項 目 につ い
て それぞれ 自分 に、1.全 くあてはま らない2.
あま りあて はま らな い3.少 しあてはまる4.







相 互独立 的 自己観(一.26)と の間 に有 意 な負 の
相 関が見 られた(p〈.001)(Table3)。
[中学生女子コ
公 的 自己意識(.20)と の間に正の相関(p〈.001)、
相互独立的 自己観(一.25)と の 間 に負 の相 関 が
有意 に見 られた(p〈.001)(Table4)。
[高校生男子]
公 的 自己意 識(.14)(p<.05)・ 私 的 自 己意 識
(.17)と の間 に正の相 関(p<.001)、 相互 独立 的
自己観(一.18)と の間 に負 の相 関 が有 意 に見 ら
れ た(p〈.00i)(Table5)。
[高校生女子]
私 的自己意識(.17)・ 相 互協調 的 自己観(.14)
との間 に正 の相関(p<.05)、 相 互独 立 的 自己観



















Table4抑 うつ と各 側 面 との 相 関;中 学 生 女 子
(N=264)








Table5抑 うつ と各 側 面 と の相 関;高 校 生 男 子
(N=253)








Table6抑 うっ と各 側 面 との 相 関;高 校 生 女 子
(N=250)
抑 う つ 公的 自己 私的 自己 協調 自己 独立 自己一
抑 う っ1.10.17*,14*一.13*
公 的 自 己1.39**.49**-io
私 的 自 己1.29**.09
協 調 自 己1-.28**
独 立 自 己1
**1%水 準 で有 意(両 側)










(1992)に よると、小学校5・6年 生 の時点では
女子の方が男子よりも公的自己意識が高いという
結果が示されている。児童期後期か ら青年期前期
にかけて、総 じて女子の方が 「見 られている自分」

















































であるが、相互協調的自己観 と抑 うつ との関係は
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的 ショックを与えないよう配慮 し、抑 うつ尺度か ら
「自殺」など、死を連想させる表現のある項 目は省い
た。
3中 学生用の質問紙のみ、質問の文章が難 しい項目
について中学校の教師の指示に従 って分か りやすい
表現に改め、ふ り仮名をつけた。
(修士課程)
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